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メンタルヘルス対策に関する
計画策定支援等について
　総務省と連携して各地方公共団体のメンタルヘル
ス対策に関する計画の新規策定や改定作業の支援を
実施します。
支援の内容
◦専門家による助言：臨床心理士等の専門家を派遣

し、各団体の実情に応じた計画策定・改定について
助言します。

◦柔軟な対応：オンラインによる相談やフォローアッ
プ支援にも対応します。

◦費用無料：本支援に係る費用負担はありません。
※担当者向け研修会も別途実施する予定です。 
　ご相談は企画課までお気軽にお問い合わせください。

各事業の詳細は、当協会ホームページをご覧ください。
https://www.jalsha.or.jp/

オンデマンド研修のご案内

復職支援について（オンデマンド）
カリキュラム
■ 講義①「職場復帰支援Ⅰ」
　 ー支援を行っていないあるいは基礎から知りたい団体様向け、基本編－
　 講師：齋藤修司氏（心のサポートオフィス代表）
■ 講義②「職場復帰支援Ⅱ」
　 －既に支援を行っている団体様向け、難しいケースの対応事例編－
　 講師：齋藤修司氏（心のサポートオフィス代表）

職場の安全衛生に関する専門家派遣事業のご案内
　当協会では地方公共団体であれば業種を問わず、全国どこへでも安全衛生の専門家を派遣します。
いずれの事業も地方公共団体の費用負担はありません。また、各事業の併用も可能です。
◦化学物質の取り扱いについて知りたい
◦熱中症対策のアドバイスがほしい
◦外部の視点から職場巡視をしてほしい

職場巡視等によって問題点を明らか
にして、職場環境の改善に向けたアド
バイスを行います。
※研修を組み合わせることも可能です。
※安全衛生委員会等の日程に合わせて実施する

ことも可能です。

◦公務災害防止のポイントを学びたい
◦リスクに応じたアドバイスを受けたい
◦安全衛生に関する研修をしたい

現場や状況を確認したうえで、公務災
害防止のポイントなどをレクチャーし
ます。
※グループワークなども可能です。

◦適切な作業環境か調べてほしい
騒音／粉じん／事務所環境（Co、Co₂
等）／空気中の化学物質濃度　など

事務、上下水道、清掃、病院、土木など
の事業場を専門機器で測定し、結果
報告書をお渡しします。
※測定結果を基にした研修も可能です。（後日）
※労働安全衛生法で定められた測定にはなりません。

職場環境改善
アドバイザー 作業環境測定士公務災害防止対策

アドバイザー

詳しくは当協会ホームページ をご覧ください。

詳しくは当協会ホームページ をご覧ください。
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令和8年度 安全衛生基本研修会（オンデマンド）
カリキュラム
■ 講義①「地方公務員の安全衛生について」
　 講師：総務省自治行政局公務員部安全厚生推進室
■ 講義②「安全衛生管理の基本」
■ 講義③「安全衛生委員会の効果的な進め方、活かし方」
　 講師：椎野恭司氏（椎野労働衛生コンサルタント事務所　代表）
■ 講義④「職場のメンタルヘルス対策」
■ 講義⑤「健康の保持増進」～働く人の健康管理を中心に～
　 講師：荒武 優氏（あらたけ労働衛生コンサルタント事務所　所長・医学博士）


